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「
『
源氏物語
』
「
宇治十帖
」
と
物語文学教材
の
研究
」
概要書
本論
では
、
次
のように
、
第一部
において
『
源氏物語
』
「
宇治十帖
」
に
関
わる
諸問題
を
作
中人物
の
人間関係
に
注目
しながら
読
み
解
き
、
第二部
において
物語文学作品
を
例
にとりなが
ら
古典教育
の
改善
に
向
けた
提言
を
行
った
。
第一部
『
源氏物語
』
「
宇治十帖
」
論
―
親子
きょうだいを
中心
とする
人間関係
の
諸相
―
Ⅰ
朱雀院
の
影
第一章夕霧
の
対朱雀院意識
―
光源氏相対化
の
一方法
―
第二章
「
宿木
」
巻
という
転換点
―
朱雀院
の
血脈
の
問題化
―
《
補章
》
「
宿木
」
巻
における
二
つの
結婚
―
薫
と
匂宮
の
社会的身分
と
相互意識
―
第三章薫
と
父娘
―
発端
としての
〈
朱雀院
―
女三
の
宮
〉
―
Ⅱ
薫
と
〈
はらから
〉
第一章薫
と
〈
はらから
〉
―
〈
母
〉
の
問題
との
連関
をめぐって
―
第二章浮舟
と
〈
はらから
〉
―
薫
の
物語
との
連関
をめぐって
―
第三章
「
竹河
」
巻
の
薫
と
玉鬘
―
〈
はらから
〉
と
〈
母
〉
の
問題
をめぐって
―
Ⅲ
享受者
の
意識
第一章
「
蜻蛉
」
巻
における
二
の
宮
の
式部卿任官記事
―
当該場面
の
不自然
な
文脈
をめぐって
―
第二章小宰相
の
君
と
巣守三位
―
「
蜻蛉
」
巻
における
小宰相
の
君
と
琵琶
―
第三章
きょうだいの
恋
の
転換点
としての
『
狭衣物語
』
と
『
源氏物語
』
―
『
狭衣物語
』
巻一
〈
第一系統
〉
本文
の
加筆部分
にみる
享受者
の
意識
―
第二部物語文学教材論
Ⅰ
高校教科書採録箇所
についての
提案
第一章
『
竹取物語
』
における
「
心
」
の
交流
―
かぐや
姫
と
帝
の
関係
をめぐって
―
第二章高校
「
古典
」
における
『
源氏物語
』
採録箇所
の
提案
―
「
桐壺
」
冒頭
と
「
若紫
」
垣間見場面
との
連結
―
1
第三章文学史教材
としての
『
源氏物語
』
「
絵合
」
巻
―
作品
に
内在
する
文学史
―
Ⅱ
古典
の
享受
・
受容
から
学
ぶ
文化
と
伝統
第一章
『
源氏物語
』
の
享受
・
受容
を
例
として
第二章
『
伊勢物語
』
第六段
の
享受
・
受容
を
例
として
以下
、
各章
の
概要
を
記
し
、
本論
におけるそれぞれの
位置
づけを
述
べていく
。
第一部
『
源氏物語
』
「
宇治十帖
」
論
―
親子
きょうだいを
中心
とする
人間関係
の
諸相
―
Ⅰ
朱雀院
の
影
第一章夕霧
の
対朱雀院意識
―
光源氏相対化
の
一方法
―
女三
の
宮
の
出家
は
朱雀院
の
決断
によって
遂
げられたものであったが
、
夕霧
はその
事実
を
認識
できず
、
光源氏
が
許
したものであると
思
い
込
む
。
しかし
、
その
対朱雀院意識
の
希薄
さ
に
起因
する
誤認
ゆえに
、
夕霧
はかえって
柏木
と
女三
の
宮
の
密通事件
という
六条院
の
秘密
に
迫
っていくことになる
。
また
、
その
夕霧
の
対朱雀院意識
の
希薄
さは
、
光源氏
と
朱雀院
の
現
実
の
力関係
を
浮
き
彫
りにするものでもあり
、
光源氏
を
相対化
していく
要素
として
重要
な
意
味
を
担
っているものと
考
えられる
。
＊
この
章
では
、
光源氏
と
夕霧
という
親子
や
、
光源氏
の
兄朱雀院
とその
娘
たちである
女三
の
宮及
び
落葉
の
宮
といった
人物
たちの
関係
に
注目
し
、
「
第二部
」
で
朱雀院
という
存在
が
物語
に
及
ぼしている
影響
を
夕霧
の
機能
とあわせて
確認
することとなった
。
第二章及
び
第
三章
において
、
「
宇治十帖
」
を
中心
とする
「
第三部
」
の
物語
にも
朱雀院
の
影
がみられる
ことを
述
べていく
、
その
布石
として
位置
づけられる
章
であるといえよう
。
第二章
「
宿木
」
巻
という
転換点
―
朱雀院
の
血脈
の
問題化
―
「
宿木
」
巻
では
、
女二宮
との
結婚
に
際
して
、
薫
が
朱雀院
の
血脈
の
中
で
唯一
の
生来
の
「
た
だ
人
」
であることが
明確化
され
、
匂宮
との
対照性
が
浮
き
彫
りにされていくものと
考
えられ
る
。 「
匂兵部卿
」
巻
や
「
紅梅
」
巻
では
、
光源氏
の
血脈
の
問題
が
前面
に
押
し
出
されていたが
、
2
それらの
巻
と
連繋
しつつ
、
光源氏
の
血脈
に
加
えて
朱雀院
の
血脈
をも
問題化
し
、
薫
や
匂宮
と
いう
存在
をそれまでとは
別
の
角度
から
改
めて
捉
え
返
していく
巻
、
それが
「
宿木
」
巻
であっ
たといえよう
。
＊
この
章
では
、
薫
と
女二
の
宮
の
結婚
に
際
して
、
両者
の
親
である
女三
の
宮
と
今上帝
がとも
に
朱雀院
を
父
に
持
つきょうだいとして
語
られることなどにより
、
「
宿木
」
巻
で
朱雀院
の
血脈
が
問題化
されてくることを
述
べた
。
「
宿木
」
巻
が
一
つの
転換点
となっているという
物語
の
構造
を
、
朱雀院
を
祖
とする
血縁関係
への
注目
から
読
み
解
いた
章
となる
。
なお
、
この
第二章及
び
《
補章
》
では
、
夕霧
が
薫
と
匂宮
の
立場
を
分
ける
媒介
としての
機
能
を
負
っていることも
述
べた
。
それは
第一章
でみた
夕霧
の
機能
とも
通
ずるものとして
注
目
に
値
するものであろう
。
《
補章
》
「
宿木
」
巻
における
二
つの
結婚
―
薫
と
匂宮
の
社会的身分
と
相互意識
―
「
宿木
」
巻
の
物語
は
、
薫
と
匂宮
、
それぞれの
結婚
を
語
ることを
通
して
両者
の
社会的
な
身分
差
を
示
しつつ
、
そうしたものとは
別
のところで
意識
し
合
う
二人
の
関係
を
浮
き
彫
りにしていく
。
そこに
「
匂兵部卿
」
巻
との
響
き
合
いもみられることなどから
、
「
宿木
」
巻
では
、
浮舟
をめぐっ
て
争
う
薫
と
匂宮
の
新
たな
物語
を
語
り
起
こしていく
上
で
、
両者
の
物語
の
冒頭部
で
示
されていた
ようなライバル
関係
が
改
めて
呼
び
起
こされているものと
考
えられる
。
＊
この
章
は
、
第二章
で
取
り
上
げた
、
「
宿木
」
巻
における
薫
と
匂宮
の
関係
や
、
「
宿木
」
巻
と
「
匂兵部卿
」
巻
の
関係
などについて
、
別
の
角度
から
分析
したものである
。
第二章
であ
まり
注目
することのなかった
作中人物当人
の
意識
を
取
り
上
げることで
、
浮舟
をめぐる
物
語
との
関係
などにも
触
れる
形
となり
、
第二章
を
補
う
論
となった
。
朱雀院
にかかわる
問題
というわけではないため
、
《
補章
》
として
位置
づけたが
、
人間関係
から
物語
の
構造
を
読
み
解
くという
点
では
、
他
の
章
とも
共通
する
方法
をとっているものといえる
。
第三章薫
と
父娘
―
発端
としての
〈
朱雀院
―
女三
の
宮
〉
―
「
宿木
」
巻
では
、
〈
今上帝
―
女二
の
宮
〉 、
〈
八
の
宮
―
大君
〉 、
〈
朱雀院
―
女三
の
宮
〉
という
三組
の
父娘
の
関係
が
対比的
に
浮
かび
上
がるものと
考
えられる
。
それらの
父娘
と
薫
の
関係
か
ら
、
父
とのつながりを
志向
する
娘
を
求
めていく
薫
の
性向
が
読
み
取
れる
。
そうした
薫
の
性向
は
、
仏道
を
介
して
父
と
融合
する
娘
としての
母女三宮
との
関係
に
端
を
発
するものであったと
思
しい
。
そして
、
それは
仏道
を
介
して
横川
の
僧都
と
融合
する
浮舟
との
関係
を
通
して
最終的
3
に否定
されてしまうものでもあった
。
＊
この
章
では
、
父娘
と
薫
という
関係
に
注目
し
、
薫
の
物語
の
発端
（
「
第二部
」
）
から
終局
（
「
夢浮橋
」
巻
）
にいたるまで
、
〈
朱雀院
―
女三
の
宮
〉
をめぐる
問題
が
響
いていること
を
述
べた
。
第一章
における
考察
などともあわせて
、
朱雀院
という
人物
、
あるいは
〈
朱雀
院
―
女三
の
宮
〉
という
父娘
が
、
「
第二部
」
以降
の
物語
に
影
を
落
とし
続
けている
重要
な
存
在
であることがうかがえる
。
なお
、
父
と
融合
する
娘
としての
母
を
求
める
薫
の
欲望
は
、
Ⅱ
「
薫
と
〈
はらから
〉
」
で
考察
する
薫
の
性向
ともつながるものであろう
。
Ⅱ
薫
と
〈
はらから
〉
第一章薫
と
〈
はらから
〉
―
〈
母
〉
の
問題
との
連関
をめぐって
―
「
宇治十帖
」
の
物語
について
、
〈
父
〉
・
〈
母
〉
・
〈
子
〉
という
観点
から
論
じたものは
数多
い
が
、
一方
で
、
〈
父
〉
あるいは
〈
母
〉
を
共有
する
〈
子
〉
同士
、
すなわち
〈
はらから
〉
の
関係
にも
注意
を
払
う
必要
があるのではないか
。
そうした
観点
から
大君
・
女三
の
宮
・
明石
の
中宮
と
薫
との
関係
に
注目
してみると
、
〈
母
〉
と
〈
はらから
〉
とが
混同
され
、
ないまぜになって
いる
薫
の
性向
を
読
み
取
ることができる
。
そこに
薫
という
人物
や
「
宇治十帖
」
という
物語
の
捉
え
難
さの
一端
もあるものと
考
えられる
。
＊
この
章
では
、
「
総角
」
巻
にみられる
薫
の
言葉
において
、
女三
の
宮
が
〈
はらから
〉
のよ
うな
〈
母
〉
として
位置
づけられていることを
起点
として
、
薫
をめぐる
物語
が
親子関係
の
構図
のみでは
掬
いきれない
問題
をはらんでいることを
指摘
した
。
前述
の
通
り
、
それは
Ⅰ
―
第三章
でおさえた
薫
の
欲望
ともつながるものと
考
えられよう
。
第二章及
び
第三章
にお
いても
、
〈
はらから
〉
、
すなわち
、
きょうだいという
要素
に
注目
しながら
薫
をめぐる
物
語
を
読
み
解
くこととなったが
、
その
起点
として
位置
づけられるのがこの
章
である
。
第二章浮舟
と
〈
はらから
〉
―
薫
の
物語
との
連関
をめぐって
―
浮舟
という
人物
は
、
大君
と
中
の
君
、
常陸介
の
子供
たちといった
、
複数
の
〈
はらから
〉
と
の
関係
を
持
たされた
存在
であった
。
浮舟自体
に
関
しては
、
〈
はらから
〉
は
〈
父
〉
や
〈
母
〉
の
問題
を
照
らし
出
す
媒介
としての
機能
を
担
うものといえるが
、
薫
との
物語
において
、
浮舟
と
〈
はらから
〉
との
関係
は
、
〈
母
〉
と
〈
はらから
〉
とが
混同
されてないまぜになっている
薫
の
性向
や
、
浮舟
に
〈
母
〉
や
〈
はらから
〉
なるものを
求
める
薫
のありようを
否定的
に
照
ら
4
し出
すものとしても
機能
していると
考
えられる
。
＊
第一章
では
、
薫
と
大君
・
中
の
君
の
関係
など
、
「
宇治十帖
」
前半
の
物語
を
中心
に
扱
った
が
、
この
章
では
、
それに
続
くものとして
、
「
宇治十帖
」
後半
の
物語
、
すなわち
薫
と
浮舟
の
関係
について
、
やはり
〈
はらから
〉
や
〈
母
〉
という
要素
に
注目
しながら
考察
した
。
第
一章
とあわせて
、
〈
はらから
〉
や
〈
母
〉
という
要素
が
、
薫
をめぐる
「
宇治十帖
」
の
物語
全体
を
通
じて
重要
な
意味
を
担
っていることを
述
べた
形
となる
。
第三章
「
竹河
」
巻
の
薫
と
玉鬘
―
〈
はらから
〉
と
〈
母
〉
の
問題
をめぐって
―
「
竹河
」
巻
では
、
玉鬘
が
娘大君
の
縁談
をめぐって
〈
はらから
〉
たちとの
繋
がりを
失
って
いくさまや
、
玉鬘一家
の
〈
母
〉
と
〈
子
〉
の
絆
が
揺
らいでいくさまが
描
かれる
。
そうした
物
語
が
、
「
総角
」
巻
で
〈
母
〉
や
〈
はらから
〉
を
引
き
合
いに
出
しつつ
宇治
の
大君
との
親交
を
求
める
薫
の
姿
と
響
き
合
うことにより
、 「
宇治十帖
」
の
物語
では
、
絶対
ではない
〈
母
〉
と
〈
子
〉
の
絆
や
〈
はらから
〉
の
仲
を
薫
がいかに
幻視
しながら
求
めていくのか
、
あるいは
、
既
に
否定
された
〈
はらから
〉
関係
を
超
えるような
仲
を
薫
が
獲得
しうるのか
否
か
、
といったことが
問
題化
されてくるものと
考
えられる
。
＊
この
章
では
、
第一章及
び
第二章
で
考察
した
〈
はらから
〉
や
〈
母
〉
をめぐる
薫
の
問題
が
、
「
竹河
」
巻
における
薫
と
玉鬘
の
関係
にもうかがえるものであることなどを
指摘
し
、
「
竹
河
」
巻
が
「
宇治十帖
」
の
物語
にどのように
作用
しているかを
述
べた
。
巻序
や
成立
、
語
り
手
の
問題
など
、
「
竹河
」
巻
がはらむ
諸問題
については
措
く
形
となってしまったが
、
とも
かくも
、
〈
はらから
〉
や
〈
母
〉
をめぐる
問題
が
、
薫
をめぐる
現行
の
物語全体
に
響
いてい
ることは
認
められそうである
。
Ⅲ
享受者
の
意識
第一章
「
蜻蛉
」
巻
における
二
の
宮
の
式部卿任官記事
―
当該場面
の
不自然
な
文脈
をめぐって
―
二
の
宮
の
式部卿任官記事
は
、
それをまたぐ
形
で
前後
の
記事
が
連続的
につながる
文脈
を
形
成
していることからみて
、
一種
の
補足説明
として
理解
するのが
適当
なものと
考
えられる
。
しかし
、
それは
、
前後
の
記事
についての
補足説明
ではなく
、
「
匂兵部卿
」
巻以来語
られる
ことのなかった
、
二
の
宮
と
匂宮
の
関係
に
対
する
享受者
の
興味
や
疑問
に
応
ずるためのもので
5
あったと
思
しい
。
ただ
、
それにしても
当該場面
の
文脈
の
中
で
浮
いていることからすると
、
式部卿任官記事
には
、
前後
の
記事
とは
別
のタイミングで
補訂
された
可能性
をも
想定
しうる
のではないか
。
そこに
物語本文
の
形成過程
の
一端
もうかがえるように
思
われる
。
＊
Ⅲ
では
、
作中人物
の
人間関係
に
対
する
享受者
の
意識
に
注目
しつつ
考察
した
論
をおさめ
ている
。
この
章
では
、
二
の
宮
と
匂宮
というきょうだいの
関係
が
、
享受者
の
興味関心
を
引
くものでありながら
、
物語
で
具体的
に
語
られなかったがゆえに
、
それを
補
う
動
きが
生
じ
た
可能性
について
言及
した
。
物語
には
、
享受者
の
意識
にうったえながら
語
られずじまい
で
終
わった
人間関係
が
、
新
たな
物語
を
生
じさせうる
種
として
少
なからずはらまれている
ように
思
われる
。
勿論
、
実際
に
享受者
の
意識
にうったえたことがうかがえる
傍証
などを
示
すことが
必要
だろうが
、
そうした
種
についても
、
その
物語
の
性格
やその
物語
の
影響
な
どを
考
えるための
要素
として
注目
に
値
するものであろう
。
第二章小宰相
の
君
と
巣守三位
―
「
蜻蛉
」
巻
における
小宰相
の
君
と
琵琶
―
散佚
した
「
巣守
」
の
女主人公
とみられる
巣守三位
は
、
女一
の
宮
の
女房
であること
、
琵琶
の
上手
であること
、
匂宮
より
薫
を
選
んだ
女性
であることなど
、
「
蜻蛉
」
巻
に
登場
する
小宰
相
の
君
と
性格的
に
重複
する
人物
であるといえる
。
源氏物語古系図実秋本
にみられる
「
琵琶
ひきなり
。
てならひの
巻
にあり
」
という
記述
や
、
「
蜻蛉
」
巻
にみられる
「
撥音
」
という
記
述
などについての
不審
からも
、
両者
が
同一人物
である
可能性
、
あるいはそのように
享受者
に
認識
された
可能性
があると
考
えられるのではないか
。
＊
二
の
宮
が
登場
させられていたらしい
「
巣守
」
について
第一章
で
触
れたことともかかわ
って
、
この
章
では
、
巣守三位
と
小宰相
の
君
との
関係
について
考察
した
。
小宰相
の
君
と
薫
及
び
匂宮
との
間
にみられる
、
浮舟
などの
場合
とは
対照的
な
関係
が
、
享受者
の
意識
にうっ
たえながら
、
しかし
「
蜻蛉
」
巻
では
具体的
にその
経緯
などが
語
られなかったがために
、
それを
補
う
動
きとして
「
巣守
」
の
物語
が
語
り
起
こされたのではないかと
思
われる
。
第三章
きょうだいの
恋
の
転換点
としての
『
狭衣物語
』
と
『
源氏物語
』
―
『
狭衣物語
』
巻一
〈
第一系統
〉
本文
の
加筆部分
にみる
享受者
の
意識
―
『
狭衣物語
』
巻一
〈
第一系統
〉
本文
には
、
きょうだいのように
育
ったいとこ
、
源氏
の
宮
に
対
する
狭衣
の
思慕
を
語
る
場面
において
、
『
源氏物語
』
における
薫
の
女一
の
宮思慕
あるい
は
夕霧
の
雲居雁思慕
を
引
き
合
いに
出
していると
考
えられる
記述
が
、
独自異文
としてみられ
6
る。
これは
、
『
狭衣物語
』
本文伝来
の
早
い
時期
に
享受者
によって
加筆
されたものであると
みられ
、
そのような
加筆本文
からは
、
擬似的
なきょうだいの
恋
を
描
いている
『
源氏物語
』
や
『
狭衣物語
』
を
、
きょうだいの
恋
の
物語
の
転換点
と
捉
える
享受者
の
意識
がうかがえるよ
うに
思
われる
。
＊
この
章
では
、
Ⅱ
「
薫
と
〈
はらから
〉
」
でも
触
れた
擬似的
なきょうだい
関係
について
、
『
狭衣物語
』
の
本文
の
問題
と
絡
めつつ
、
享受者
の
意識
という
観点
から
考察
した
。
また
、
第三章自体
の
趣旨
からはやや
逸
れるかもしれないが
、
第一章及
び
第二章
で
触
れたことに
関連
して
一
つおさえておきたいのは
、
この
章
で
擬似的
なきょうだいの
恋
として
挙
げた
薫
の
女一
の
宮思慕
が
、
「
宇治十帖
」
の
物語
では
具体的
に
展開
させられることがなかったと
いう
点
である
。
享受者
の
意識
にうったえるものでありながら
語
られずじまいで
終
わった
関係
であり
、
狭衣
の
女一
の
宮思慕
の
物語
は
、
それを
補
うものとしての
性格
を
持
っている
物語
とも
考
えられる
。
Ⅲ
の
第一章
から
第三章
までにおける
考察
には
、
共通
して
「
宇治十帖
」
では
具体的
に
語
られなかった
人間関係
が
絡
んでいる
。
匂宮
と
二
の
宮
の
関係
、
薫及
び
匂宮
と
小宰相
の
君
の
関係
、
薫
と
女一
の
宮
の
関係
である
。
これらの
人間関係
が
具体的
には
語
られなかったとい
うところか
、
「
宇治十帖
」
という
物語
の
焦点
が
逆
に
浮
かび
上
がってくることなどもあ
ろうか
。
短絡的
、
あるいは
当然
のことかもしれないが
、
「
宇治十帖
」
は
、
やはり
宇治
の
女君
たちをめぐる
薫
と
匂宮
の
物語
を
軸
にしているものといえそうである
。
第二部物語文学教材論Ⅰ
高校教科書採録箇所
についての
提案
第一章
『
竹取物語
』
における
「
心
」
の
交流
―
かぐや
姫
と
帝
の
関係
をめぐって
―
かぐや
姫
は
昇天
の
際
、
翁
や
嫗
のことだけでなく
、
帝
のことにも
心
をとめ
、
手紙
や
不死
の
薬
を
遺
していく
。
帝
もはじめに
地上
の
規範
に
基
づいてかぐや
姫
を
扱
おうとした
際
には
拒絶
的
な
反応
を
示
されていた
。
だが
、
その
後
、
地上
の
規範
によらず
、
深
い
「
心
」
や
「
心
ざし
」
に
基
づく
交流
を
持
つようになったことで
、
かぐや
姫
の
惜別
の
対象
となったのである
。
その
ような
帝
とかぐや
姫
の
関係
の
変容
を
読
み
取
ることで
、
物語
の
理解
を
深
めていく
教材
（
学習
7
材）
もありうるのではないだろうか
。
＊
この
章
では
、
かぐや
姫
と
帝
の
関係
などに
注目
することで
、
従来
のように
冒頭
や
昇天場
面
ばかりを
扱
う
場合
よりも
、
『
竹取物語
』
への
理解
が
深化
する
可能性
について
述
べた
。
本論全体
の
「
はじめに
」
でも
古典文学研究
と
古典教育研究
とを
安易
に
結
びつけることは
しないと
述
べた
通
り
、
『
源氏物語
』
「
宇治十帖
」
についてはこの
章
でも
以下
の
章
でも
扱
っていな
。
但
し
、
この
章
は
、
かぐや
姫
や
帝
、
翁
をめぐる
人間関係
への
注目
から
物語
の
構造
を
読
み
解
いたものでもあり
、
そのような
姿勢
において
第一部
の
Ⅰ
・
Ⅱ
などと
共通
す
るものとな る
。
第二章高校
「
古典
」
における
『
源氏物語
』
採録箇所
の
提案
―
「
桐壺
」
冒頭
と
「
若紫
」
垣間見場面
との
連結
―
「
桐壺
」
冒頭
と
「
若紫
」
垣間見場面
とは
内容的
な
隔
たりが
大
きく
、
同
じ
物語
として
扱
っ
ていく
上
での
連続性
に
欠
けていながら
、
多
くの
教科書
はこの
両場面
を
連続的
に
学習
してい
くような
構成
をとっている
。
そのような
構成
は
学習者
にとってわか やすいものであると
は
言
い
難
い
。
両場面
の
間
に
、
光源氏
の
藤壺思慕
が
語
られる
「
桐壺
」
巻末
の
場面
などをはさ
むことで
、
それぞれの
場面
を
有機的
につなげ
、
より
物語
の
構造
に
即
した
学習
を
目指
すべき
であると
思
われる
。
＊
この
章
も
、
光源氏
と
藤壺
の
関係
を
中心
に
、
やはり
人間関係
への
注目
から
物語
の
構造
を
示
しつつ
論
じたものであり
、
第一章
の
場合
と
同様
、
姿勢
としては
第一部
の
Ⅰ
・
Ⅱ
などと
共通
するものとなっていよう
。
なお
、
第一章
の
内容
ともあわせて
、
従来
の
物語文学教材
（
学習材
）
については
、
物語
の
構造
に
即
して
読
むことへの
意識
がやや
希薄
であるという
可能性
も
考
えられようか
。
第三章文学史教材
としての
『
源氏物語
』
「
絵合
」
巻
―
作品
に
内在
する
文学史
―
学校教育
の
古典学習
において
、
個々
の
作品
の
学習
と
文学史
の
学習
とはやや
有機的
に
結
び
つきにくい
状況
にあるもののように
思
われる
。
『
源氏物語
』
「
絵合
」
巻
の
物語絵合
の
場面
は
、
そのような
状況
を
打開
するのに
有効
な
教材
（
学習材
）
としての
可能性
を
秘
めているの
ではないか
。
当該場面
は
『
伊勢物語
』
や
『
竹取物語
』
などの
先行
する
作品
を
取
り
込
みつつ
重層的
に
語
られているものであり
、
作品自体
の
学習
からそこに
内在
する
文学史
を
読
み
取
っ
ていくことが
可能
な
場面
だと
考
えられる
。
8
＊別々
に
扱
った
各作品
について
、
相互
のつながり
、
影響関係
などを
実感
しにくいという
点
に
、
従来
の
古典教育
が
抱
える
一
つの
問題
があるように
思
われる
。
実際
どこまで
有効
か
は
見定
めがたい
部分
もあるが
、
この
章
や
Ⅱ
「
古典
の
享受
・
受容
から
学
ぶ
文化
と
伝統
」
に
おける
考察
は
、
そうした
問題
を
打破
するための
一
つの
方向性
を
示
したものといえるので
はないか
。
なお
、
この
章
では
特
に
人間関係
を
扱
ったわけではないものの
、
物語
の
構造
に
注目
したものであるという
点
で
、
第一章
・
第二章
の
姿勢
と
重
なるところがある
。
Ⅱ
古典
の
享受
・
受容
から
学
ぶ
文化
と
伝統
第一章
『
源氏物語
』
の
享受
・
受容
を
例
として
高等学校
の
新学習指導要領
では
、
改訂
のポイントとして
、
「
伝統
や
文化
に
関
する
教育
の
充実
」
が
掲
げられている
。
古典
は
、
長
い
享受
・
受容
の
歴史
を
持
つがゆえに
、
時代
ごとの
人
間
の
文化
のありよう
、
その
変遷
や
継承
、
伝統
といったものをみていくための
軸
になりうる
ものと
考
えられる
。
文化
や
伝統
を
重視
した
教育
を
実施
しようとするのならば
、
古典
の
持
つ
そのような
要素
に
注目
し
、
古典作品
の
読解
ばかりではなく
、
その
享受
・
受容
について
学習
する
機会
をも
設定
していくべきではないだろうか
。
＊
この
章
では
、
具体的
な
教材
（
学習材
）
の
提示
にまではいたらなかったものの
、
『
源氏
物語
』
の
享受
・
受容
の
例
を
取
り
上
げつつ
、
古典作品
の
享受
・
受容
についておさえること
の
意義
を
述
べた
。
先
の
Ⅰ
「
高校教科書採録箇所
についての
提案
」 （
特
に
第一章
と
第二章
）
では
、
古典作品
の
内容理解
という
観点
から
考察
したが
、
ここでは
、
古典作品
がどう
読
ま
れたか
、
読
み
継
がれてきたかということを
問題
にしている
。
その
点
への
注目
は
、
あるい
は
第一部
の
Ⅲ
「
享受者
の
意識
」
における
姿勢
とも
通
じるところがあろうか
。
第二章
『
伊勢物語
』
第六段
の
享受
・
受容
を
例
として
古典
は
、
長
い
享受
・
受容
の
歴史
を
持
つがゆえに
、
時代
を
超
えて
受
け
継
がれる
、
あるいは
時代
によって
異
なるような
文化
のありようをみていくための
軸
になりうるものといえる
。
そうした
古典
の
享受
・
受容
をめぐる
学習
は
、
自分
たちや
自分
たちの
生
きる
現代
の
文化
を
相
対的
に
捉
える
視点
の
獲得
にもつながる
、
自己探求的
な
営
みであるという
点
からも
意義深
い
ものであろう
。
定番
の
教材
（
学習材
）
である
『
伊勢物語
』
第六段
の
享受
・
受容
（
注釈史
、
和歌
・
俳諧
などにおける
表現
の
受容
、
享受
の
媒体
の
問題
など
）
に
関
する
学習
などをその
導
9
入としてはどうか
。
＊
この
章
では
、
第一章
で
述
べたことに
基
づき
、 『
伊勢物語
』
第六段
という
定番
の
教材
（
学
習材
）
の
一
つと
絡
めた
享受
・
受容
の
学習
について
提案
した
。
実際
に
扱
うことが
可能
であ
ろうと
思
われる
享受
・
受容
の
具体例
の
提示
を
意識
している
点
で
、
第一章
における
提案
を
補
うものとして
位置
づけられよう
。
以上
のように
、
第一部
では
、
親子
きょうだいなどの
人間関係
に
注目
することで
『
源氏物
語
』
「
宇治十帖
」
の
性格
の
一端
を
探
り
、
第二部
では
、
新
たな
教材
（
学習材
）
案
などを
示
す
ことで
古典教育
の
改善
に
向
けた
提言
を
行
ってきた
。
作中人物
の
人間関係
、
物語
の
構造
、
享
受
・
受容
の
問題
といったことが
、
第一部
・
第二部
を
通
じての
問題意識
として
挙
げられる
。
※
四〇〇字詰原稿用紙約三〇枚分
（
一頁
あたり
四〇字
×
三〇行
）
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